
©JAWFP

©JAWFP

ステークホルダーの皆さまとの関わり

ステークホルダーの皆さまと加藤産業グループ

　従業員が自主的に行うクリーン活動（事業所周辺の清掃活動）に対して、参加
人数に応じて会社から賛助金が拠出されることで「Katoグリーンウッド基金」を
運営しています。運営の目的は、従業員有志の社会貢献活動により会社から
支援された資金を幅広く社会貢献に還元することです。2006年度から開始して
おり、年に1回環境保護団体や社会福祉団体等へ寄付をしています。

Katoグリーンウッド基金 国連WFP協会

　子ども支援の国際NGO「セーブ・ザ・チルドレン」は、経済的に困難な状況にあるご家庭に支援物資をお届け
する活動を行っています。当社も活動の趣旨に賛同し、2023年7月と12月にお届けされた「夏休み 子どもの食 
応援ボックス」と「冬休み 子どもの食 応援ボックス」それぞれに、当社ブランド商品も梱包していただきました。

子どもの食 応援ボックス

海外教育支援

　毎年、児童の皆さまには「本を読むのが楽しくなる」
といった好評の声をいただいています。
　小学校では、タブレットの導入等によるデジタル化
が進み、このような冊子を持ち歩くことが珍しくなって
くるかと思いますが、手書きの良さやデジタルの良さ
両方を鑑みて、今後も児童の皆さまに「あって嬉しい」
「使いやすい」と思っていただけるような読書手帳の
形を検討していきたいと思います。

　子どもたちが本に触れ合う機会を増やし、読書を通じて豊かな時間を持っていただくため、2020年より西宮市立の小学校（全41校）に
通われている小学生に、地元西宮市の教育委員会と当社が協力し、企画・作成した読書の記録を付けるための「みやっこ 読書手帳」を
プレゼントしています。

読書手帳

　2023年6月、阪神甲子園球場で開催された阪神タイガース対千葉ロッテマリーンズ戦でのMBS
ベースボールパーク５月度月間ＭＶＰ賞の表彰式にて、一昨年、昨年につづき、当社代表取締役社長
がCMスポンサー代表プレゼンターとして参加しました。受賞者の木浪聖也選手には、賞金と副賞の
「カンピー商品詰め合わせセット(１年分)」を贈呈しました。

MBSベースボールパーク

ウォーク・ザ・ワールド
　2023年5月に大阪の万博記念公園で開催された「WFPウォーク・
ザ・ワールド2023 大阪」に協賛しました。本イベントは、途上国の
子どもたちの飢餓をなくすことを目的として2005年にスタートした
チャリティーウォークです。

ごちそうさまチャレンジ
　食品ロス削減に関するアクションを促すことで食の重要性に
対する意識向上を図ることを目的とした「＃ごちそうさまチャレンジ」
に協賛しました。また、SNSの投稿数に応じて途上国の子どもに
学校給食を届けることができる企画のため、当社CSR推進部の
Instagram（＠katosangyo_csr)にて食品ロス削減のアクションを
促す発信を行いました。

評議委員
　当社は、国連WFP協会の活動に賛同し、2007年より評議員
として支援しています。

回収活動

　当社グループの三陽物産株式会社の
主催により、2023年10月に東京と大阪
にて酒販店や料飲店を対象とした「モダン
モルトウイスキーマーケット ２０２３」を開催し
ました。当イベントは、2006年からお酒のプロ
向けに開催しているウイスキーイベントです。
モルトウイスキーにこだわった品揃えで開催し、
出展企業によるセミナーも行いました。

※2001年、特定非営利活動法人（NPO法人）として
　活動を始め、 開発途上国の子どもたちのために
　様々な活動を行っている団体です。

　当社グループの三陽物産株式会社では、「公益財団法人
School Aid Japan※」の「世界の一人でも多くの子どもたちに教育
の機会と教育環境を提供する」ことを目的とした教育支援・就労
支援に賛同し、2002年より支援活動に参加しています。主な支援
活動として、カンボジアでの教育関連施設
（学校）の建設資金援助を行っています。
今後もより多くの子どもたちの夢の実現に
向け、支援を継続していきます。 

モダンモルトウイスキーマーケット

ジャムギフトの寄贈
　過去に寄付を行った事業所周辺の社会福祉法人等へクリスマス
プレゼントとして、当社ブランド商品の「手造りジャムセット」をお送り
しました。

2023年度寄付先
●公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
●国連WFP協会
●セカンドハーベスト・ジャパン
●特定非営利活動法人フードバンク関西

仕組み

参加人数に応じた
賛助金を拠出

賛助金や寄付金を
一年間にわたり貯蓄

従業員による
事業所周辺のクリーン活動

寄付

エコキャップ
　ペットボトルのキャップの売却益で
発展途上国の子どもたちにワクチン
を贈る「エコキャップ運動」を推進して
います。

テープの巻心
　ニチバン株式会社主催の「巻心 
ECOプロジェクト」に参加し、使い終わっ
たテープの芯を集め、再資源化してい
ます。廃棄物やCO₂を削減するととも
に、その売却益をマングローブの植樹
に役立てることができます。

ベルマーク
　2015年よりベルマーク運動に参
加し、集めたベルマークは、西宮市立
用海小学校に寄贈しています。
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